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▲完成した「仁多もち加工場」（三沢）

定住奨励金のご案内定住奨励金のご案内
　町では、将来の奥出雲町を担う方の定住
を促進し、地域の活性化を図るため定住奨
励金を交付しています。
【対象となる方】
　・定住する意思をもって町内に転入され
　　た方（Ｉターン者）及び町内に住所を
　　有し、新規に学校を卒業された方で、
　　就職をされている方
【奨励金の交付額】

○お問合せ先
　　地域振興課（仁多庁舎）
　　有線31-5264　電話54-2524

Ιターン世帯者

Ιターン単身者

新 規 学 卒 者

１０万円

５万円

５万円

町歌を作曲された町歌を作曲された
西村朗先生がＮ響アワー西村朗先生がＮ響アワー（NHKNHK教育テレビ）教育テレビ）にレギュラー出演にレギュラー出演

　ＮＨＫ教育テレビの毎週日曜日、午後９時から１０時に放送されている
「Ｎ響アワー」に、奥出雲町歌の作曲を手掛けられた西村朗先生が、４月か
らレギュラー出演されています。
　放送では、交響楽団による定期公演の演奏やクラシックのオーケストラ
作品を親しみやすい解説で紹介されています。皆さんも是非ご覧ください。

更なるブランド化を図る更なるブランド化を図る
「仁多もち加工場」「仁多もち加工場」が完成が完成

もち米生産の拡大や｢仁多もち｣のブランド化の拠点となる｢奥出雲仁多もち加工場｣が完成し、４月
１６日、三沢の同施設で竣功式が行われました。
　これまで町では、平成１０年に旧仁多・横田両町で仁多郡カントリーエレベーターを建設し、町
１００％出資の奥出雲仁多米㈱による一貫した米のブランド化に取り組み、仁多米は全国から注目さ
れるブランド米となりました。
　一方、もち米についても｢仁多もち｣として高い評価を得てきましたが、うるち米に比べ胴割れや発
芽など品質の低下を招きやすく、価格も安いため、生産量は近年減少傾向にありました。
　この施設は、これまで製造の中心であった
｢丸もち｣に加え、関東方面向けの切餅や、和
菓子製造等に向けたもち粉の製造も行うこと
で販売量を増やし、もち米生産量の拡大と農
家所得の向上を図るものです。
　年間生産量は、もちが１４５㌧、もち粉が
１０㌧で、販売売上高約１億５千７百万円を
めざします。

携帯電話の通信エリアが携帯電話の通信エリアが
広がりました広がりました!!!!

4月か
ら月から

　奥出雲町では、国道４３２号線上阿井内
谷地内から広島県との県境（王貫峠）まで
の沿線における携帯電話の不感地域解消の
ため、携帯電話用鉄塔施設整備を進め、平
成２１年４月からサービスを開始しました。
　（工事期間中は、工事車両の通行などに
ご協力いただき、ありがとうございました。）

【利用できる携帯電話】
　ＮＴＴドコモの携帯電話ＦＯＭＡプラス
エリア対応機種でご利用いただけます。
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　アコ基金は、昭和４６年に一通の白封筒が旧仁多町社会福祉協議会に送られたことか

らはじまります。中には１,０００円札1枚と「社会福祉の一助に」と一言だけ書かれた

手紙が同封されていました。

　同年、社会福祉協議会の広報誌において、あなたにご寄付いただいたお金を「〇〇基金」

として積み立てたい旨の呼びかけをしたところ、「アコ」として下さいと返事をいただき、

それ以降「アコ基金」として積立預金が始まりました。

　昭和４６年４月の１,０００円の寄付に始まり、昭和４８年２月から現在まで毎月５,０

００円の寄付をいただき、現在の基金総額は２,１７５,０００円（平成２１年３月末現在）

となっています。

【広がるアコさんの輪】

　「アコさんの気持ちを町内に広げよう」と２５年前から仁多中学校の生徒の発案で「ア

コの花～花いっぱい運動」が始まりました。基金の利息を使いサルビア、マリーゴール

ドなどの花を育て、たくさんのアコの花が町内に溢れました。

　このたび、この貴重なご厚志を町民の皆様にお伝えしたく、社会福祉協議会の理事会で、

町内の高齢者の方が様々な交流活動を行う「ふれあいサロン」の送迎用の車両を購入す

ることが決まりました。夏までにはアコ号（仮称）が奥出雲町内を走ります。

　アコ様ありがとうございます。

～社会福祉協議会理事会で福祉車両購入を決定～～社会福祉協議会理事会で福祉車両購入を決定～～社会福祉協議会理事会で福祉車両購入を決定～

活用させていただきます活用させていただきます「アコ基金」「アコ基金」


